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降雨 によ り発生 す る受信 障害 に関す る研 究―Ⅰ
沈積雑 音の実験 と理論 的考察
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Masaru KOZUMA and Shigeru UMEZONO
 Aiming at finding methods either to eliminate or reduce the precipitation noise (rain noise) 
caused by rain drops, experiments and observation have been continued for several years. A 
portion of the results was published earlier (Kozuma and Umezono,  1979). 
 Recent success by the present authors in photographing oscillograph records of wave form 
of actual rain noise showed that the wave form is saw tooth wave. As for trial  experiments, 
output from a saw tooth generator was put into a receiver. The resulting wave forms were 
compared with those caused by the introduction of actual wave forms to show a similarity 
between them. Consideration on the mechanism of radio interference caused by rain noise 
was made through mathematical expression, and the phenomenon was theoretically proved 
to some extent.
 筆者 らは,雨 滴 によ り発生す る沈積雑音(以 下雨雑
と称す)の 除去,お よび,軽 減方法を見いだす 目的で
雨雑が受信機 におよぼす メカニズムを解明す るために,
1976年 以来実験 および観測 を続 けてい る.既 報(1)の
通 り,雨 雑の軽減方法について報告ずみであるが,そ
の後 さらに雨雑 による受信 障害 のメカニズムについて
解析をお こない,二 三の知見を得た.す なわち,実 際
の雨雑波形 のオシロスコープ(CRT)映 像を解析 した
結果,雨 雑波形は鋸歯状波に近似 した充放電波形であ
ると判断された.一 方,鋸 歯状波発 振器 を試作 し,こ
れか らの信号を受信機 に入力 して得 られ た波形 と比較
した結果,両 者が よ く一致 していることが分 った.ま
た,雨 雑が受信機障害をひきおこす原因について理論
的考察をお こない,こ れが実 際の観測結果によ く一致
す るので ここに報告す る.
方 法
観測および実験 にあた り使用 した器材はTable1に
1.雨 雑波形の観 察 実際の雨雑波形を考え るた
め,1978年 か ら1981年 の間,船 上でホ イッフ。アンテナ
を介 して入力 した雨雑波形をCRTに 加 え,そ の波形
を カメラで記 録 した.航 海中,雨 雑が長時間連続 して
発生す ることに,そ の波形の観測 と記録を くりかえ し
た.
2.雨 雑波形の合成 とシ ミュレーシ ョン 雨雑波
形の解析 を目的 とす る合 成波形を作 るため,鋸 歯状波
発 振器Fig.1を 自作 し,そ の出力を受信機 のアンテ
ナ入力端子に加え,シ ミュレーシ ョンをおこない,2
現象CRTを 用いて,次 の受信機各部の波形を観測 し
カメラで記録 した.す なわち,
1)ア ンテ ナ入力 波形(ANTInput)と 高周波増
幅部の入力波形(RFInput):水 平 軸を拡大 した記 録
をふ くむ.
2)ANTInput と中間周波増幅部 出力波形 (IF
 Output)





























































































































































































































































































































































































































lst　Term 2nd　Term 3rd　Term 4th　Terrn
Fig．　18．　Calculated　waveform　for　Eq．　（4）．
要 旨
　降雨に伴なって発生する雨雑波形は，鋸歯状波形で
あることを明らかにできた．そこで鋸歯状波発振器
を使用してシミュレーションを行い，受信機のRF
Inp．ut，IF　Output’およびAF　OUtputそれぞれの波
形の変化を観測し記録した．さらに，雨雑波形が，ア
ンテナ入力回路に加えられたときのIF　OutputとAF
t
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Outputの波形の記録をシミュレーションのものと比
較検：討し，次の結果を得た．すなわち，
　i）雨雑波形は，鋸歯状波形である．
ii）高周波増幅部の入力部において，雨雑波形の放
電が行なわれる期間，アンテナ入力回路に減衰振動を
生じさせ，受信障害の原因となっている．
　この現象を明らかにするため，アンテナ入力回路に
鋸歯状波を入力した場合の理論的合成波形を求め，こ
の波形が実際の雨雑波形を入力したときの応答波形と
類似することが分った．
　本報告を草するにあたり，種々御教示をいただいた
本学部教授柴田恵司博士に深甚なる謝意を表する．ま
た，今回の研究に関し御協力いただいた日本無線株式
会社船舶第一課受信班小川哲生氏および同社長崎営業
所高比良毅氏に対し心から感謝の意を表する．
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